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第98回堀川清掃について

｢堀川と堀川通りを美しくする会｣では、下記の通り堀川の清掃を行いますので、ご案内申し
上げます。どなたでもご参加できます。この季節は落ち葉が多いため、多くの皆さんのご参加

をお待ちしています。

なお、第99回は、1月は休みとし3月になりますので、ご注意ください。

記
日 時 令和7年11月16日(日)午前7時から

※午前6時現在雨天の場合中止

集合場所 みどり公園内（中立売通小川角）
清掃場所 戻橋～下長者町橋

堀川と堀川通りを美しくする会中立学区代表 辻井 啓三郎 TEL 431-0776
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9月15日、京都市は、気象庁の観測史上初め

て「猛暑日と熱帯夜の日数がともに60日以上に
到達した日本最初の都市」（60-60)になりまし

た。（猛暑日:最高気温35°以上の日、熱帯夜:

最低気温が25°以上の夜）

これらの要因として、今年は高気圧の勢力が
強く暖かい

空気に覆わ

れたことや、
梅雨前線が

弱く梅雨明

けが観測史

上最も早い6
月27日頃と

なったこと

が考えられ、
例年になく

暑い日が長く続くことになりました。

また、地球温暖化も、もちろん大きな要因の

ひとつです。
そして、京都市特有の要因としては、盆地で

あることにより日中は気温があがりやすいこと

に加え、都市化により夜間の放射冷却が抑えら

れ、気温が下がりにくくなっていることが考え

られます。

京都市は、昨
年も、猛暑日と

熱帯夜の日数が

ともに50日を超

える日本初めての都市となっていました。今年
は、昨年の記録をさらに上回る猛暑であるとと

もに、急速に気温が上昇していることを示して

います。
日本全体としても、夏の平均気温が、統計を

開始した1989年以降最高の気温となり、2023、

2024、2025年の３年連続で過去最も高い記録と

なりました。
以上のことからも分かるように、地球温暖化

が加速している状況にあります。先日「地球は

新たなフェーズに入った」という記事もありま
した。現在、既に、緊急かつ抜本的な対策が必

要な時期にきていると思います。

持続的な社会の実現のために、1人1人が何を

すべきであるかを考え、実行していくことが急
務です。

私たちも、微力ではありますが、みなさんの

助けとなるべく、様々な提案や情報を提供し続

けていきたいと思っています。

京都市日本で初めて「60-60」に到達

令和7年夏の顕著な高温と少雨をもた

らした大規模な大気の流れの模式図

気象庁㏋より



担当委員：岡田精史 大西裕子 編集：瀬野ゆかり

新町っ子探究団はぐくみアクション賞受賞

新町っ子探究団が、令和7年度「京都はぐく

み憲章実践推進者表彰(子ども達の育ちをサポー

トする団体を表彰する制度)において、「はぐ

くみアクション賞」を受賞しました。
去る10月15日に、ロームシアター京都で開

催されました「京都自治記念式典」で、表彰

されました。この日は、代表して世話人であ
る岡田精史さんが出席しました。

新町っ子探究団の活動の特徴は、子ども達

が中心となり、地域のイベントの運営と活動

を大人と共に行っていることです。
これからも、地域の皆さんと一緒に、無理

なく活動を続けていきたいと思います。

10月12日、新町小学校で盛
大に区民体育祭が開催されま

した。当日は、雨が心配され

ましたが、薄曇りの体育祭に

とっては良いお天気となりま
した。初めての団体競技「大

縄跳び」も、町内の皆さんの

大声援のもと、1位の土御門
町・菊屋町は、105回を記録し

ました。総合では、中橋詰町

が2年連続で優勝しました。若

い方も多く参加され、大変盛
り上がった体育祭となりまし

た。(詳細は中立スポーツニュー

スに掲載)

また、ごみステーションを設置し徹底した

ごみの分別に努めました。今年は、おにぎり、

骨付きウインナー、飲み物を販売しましたが、

ごみが散れることなくきちんと分別されていま
した。ご協力に感謝いたします。

第68回中立区民体育祭開催

町内団結して玉入れ

ごみステーション

京都市で受け入れている市域からのごみ量（市受入量）は、

令和6年度36.5万トンです。京都市の市受入量は、平成12年

度のピーク時(82万トン)から、24年連続で減少することがで
きました。それによって、5工場あったクリーンセンターを3

工場まで縮小でき、ごみ処理費用も平成14年度367億円（ピー

ク時）から令和5年度238億円へ129億円（35％）削減できて

います。
主な減少の原因は、燃やすごみが前年度か

ら大きく減少したことがあげられます。(前年度比0.6万トン減)

また、京都市の令和5年度の1人1日当たりのごみ量は742g／人日となり、令和4

年度値757g／人日から2％減少しました。他の政令指定都市の平均値（872g／人日）
からは約15％少ない量になっています。(以上、京都市HPより抜粋) 京都市HPは↑

このように、1人1人の心がけが積み重なり、大きな成果を上げることができています。

私たちも、京都市民としてゴミの減量に努め、京都市の目指す持続可能な循環型社会の構築に
向けて、今後も協力していきたいと思います。

令和6年度京都市のごみ量について

苑酉マルシェ

主催：中立住民福祉協議会

今年も京北から新鮮な野菜が届きます！
多くの皆さんのお越しをお待ちしています。

日時:令和7年12月14日午前10時～12時 場所:新町小学校ピロティ 雨天決行

おとなこども食堂

住協特製

皿うどん提供


